































































てイギリスの自転車競技団体である British Cycling は，競技普及のため
の様々なイベントを展開すると同時に，イギリスにおける日常的な自転車




































































３分の１の住民が少数派の民族に分類される [Bains & Klodawski, 2007]
６）（財）自転車産業振興会「自転車統計要覧」２００９年
７） 松倉信裕，前掲論文 p. 21
























































介している。例えば，Future Publishing Ltd. が発行している Cycling Plus 誌






















































































































































２００３年の混雑税 (congestion charge) 導入等の対策に着手した。彼は自転車









































































Lorry Danger，２）Space for Cycling，３）Cycle Superhighways，４）Beat





























１４） London Cycling Campaign のホームページ (http://lcc.org.uk/pages/campaigns)
より
１５）２０１４年５月１７日にロンドンで開催された Space for Cycling, Big Ride では，
数千人もの参加者があり，ロンドン地方議会選挙に大きな影響を与えたと言
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